
緯
古
に
お
け
る
地
期
化
的
世
界
観
の
考
察

ー
特
に
大
九
州
説
に
つ
い
て

い
ね
す
る
血
虫
せ
仕
手
話
り
考
師
会
し
士
一
、
部
行
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て
は
考
え
ら
れ
ぬ
と
共
に
、
郷
紛
の
地
礎
的
世
界
観
の
考
察
は
、
総

書
の
そ
れ
を
喫
解
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
充
分
把
握
し
得
な
い
ο

両
者
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
務
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
郷
紛
の
地
恐

〔注
1
)

的
世
凶
作
観
の
考
察
は
、
既
に
先
人
の
論
考
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
緯

香
川
ル
怨
と
の
関
聯
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
明
瞭
に
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
そ
の
様
解
を
却
っ
て
煩
波
に
さ
え
し
て
い
る
点
も
、
見
受

〔茂
2
)

け
ら
れ
る
。
都
紛
の
地
想
的
世
界
観
の
理
解
は
、
む
し
ろ
、
時
代
的

に
も
近
く
、
し
か
も
都
約
の
思
想
の
継
承
の
上
に
立
て
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
総
書
の
地
礎
的
世
界
観
を
傍
誌
資
料
と
し
て
、
遂
げ
ら
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
、
特
に
大
九
州
説
に
つ
い
て
、
綜

集
し
得
た
終
審
を
直
接
資
料
と
し
て
、
都
街
の
地
理
的
世
界
観
と
関

聯
し
つ
つ
、
緯
撃
の
大
九
州
説
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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geed 

周
知
の
如
く
都
ん
仰
の
大
九
州
説
は
、
今
白
、
の
設
子
初
卿
列

去
1

・
ノ
一
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係
者
所
レ
謂
中
国
者
、
於
一
天
下
一
乃
入
十
一
分
応
}
…
其
一
分
一
耳
、

中
関
名
川
川
一
一
赤
県
神
州
一
、
赤
県
神
州
内
自
有
一
一
九
州
六
高
之
序
二

九
州
一
是
也
、
一
小
レ
得
レ
為
一
一
州
数
一
、
中
凶
外
如
一
一
赤
県
神
州
一
者

九
、
乃
所
前
九
州
也
、
於
レ
是
布
…
…
舛
海
一
環
レ
之
、
人
民
禽
獄
、

英
一
能
相
通
者
一
、
知
一
一
一
回
中
一
者
、
乃
為
一
二
州
一
、
如
レ
此
者

九
、
乃
有
一
…
大
詰
海
一
環
一
証
ハ
外
一
、
天
地
之
際
語
、

方
の
内
訴
は
、
そ
の
表
現
が
複
雑
な
た
め
、
そ
の
理
解
の
仕
方
に

よ
り
、
設
え
な
問
題
が
あ
る
。
い
ま
従
来
行
わ
れ
て
い
る
抑
制
解
に
恭

ず
い
て
訳
す
る
と
き
、
路
次
の
如
く
な
る
。

ぷ
術
者
の
い
う
中
関
は
、
天
下
の
八
十
一
分
の
一
を
占
め
る
に
遁

ま
な
い
。
(
都
紹
の
い
う
〉
中
間
は
、
名
づ
け
て
赤
県
神
州
と
い

う
。
赤
間
以
神
州
の
内
に
は
自
ら
九
州
が
あ
り
、
市
内
の
秩
序
一
た
て
た

九
州
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
州
の
数
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

( 1 ) 



い
。
中
関
の
外
に
は
、
赤
県
神
州
の
如
き
も
の
が
九
つ
あ
る
。
こ

れ
が
乃
ち
九
州
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
持
海
が
こ
れ
を
取
り
巻
い

て
い
る
。
人
民
禽
獣
は
、
そ
の
外
と
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
な
一
広
域
を
為
し
て
い
る
も
の
が
、
又
一
つ
の
州

を
な
し
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
九
つ
あ
っ
て
、
大
協
海
が
そ
の
外

を
取
り
巻
い
て
い
る
。
こ
れ
が
天
地
の
際
限
で
あ
る
じ
」

右
の
中
、
「
不
レ
得
レ
為
一
一
州
数
一
い
よ
官
、
「
州
の
数
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
い
と
し
た
が
、
来
し
て
ど
う
い
う
意
味
か
明
瞭
で
な
い
。

「
域
内
の
九
州
の
如
き
は
、
大
九
州
か
ら
す
れ
ば
州
の
数
に
も
入
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
い
と
で
も
い
う
窓
味
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
こ
れ
は
、

「
一
小
レ
得
日
一
為
レ
州
教
こ
と
し
て
、
ぺ
州
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
い
す
な
わ
ち
↓
掲
の
九
州
の
如
き
は
、
州
の
概
念
公
的
に
取
り

巻
か
れ
た
も
の
と
し
て
の
州
)
で
は
、
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
に
と
で
も
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
部
分
の

m一
解
の
如
主
は
、
郷
街
の
大
九
州
説

が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
な
斑
解
す
る
の
に
直
接
影
響
す
る
も
の
で

な
い
た
め
、
そ
の
い
ず
れ
た
と
る
と
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が
ち
前

述
の
ふ
す
一
文
の
訳
に
見
る
如
身
、
如
仰
併
を
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
数

多
く

η
駿
叫
が
域
さ
れ
て
く
る
。
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、
日
ど
I
b
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、
ト
J

工
〉
コ
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如
何
者
d
L
k
f
ノヰ
t
:
f
e
オ
f
d明
r
千
J
y
t
}

中
/
土
手
。

の
九
州
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
係
者
の
い
う
中
間
は
、

何
に
到
る
の
か
一
υ

ま
た
そ
れ
が
天
下
の
八
十
…
分
の
…
に
相
当
す
る

と
る
の
は
、
…
体
何
と
の
比
鮫
に
お
い
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
く
る
。
前
述
の
理
解
の
如
く
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
都
ん
仰
の
世
界
一
の
構
造
は
、
赤
県
神
州
の
如
き
も
の
が
九

つ
集
っ
た
も
の
が
一
州
を
為
し
ち
ま
た
こ
れ
を
一
一
民
(
こ
れ
が
小
九
州

と
さ
れ
る
も
の
〉
と
名
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
が
九
つ
集
っ
た
も
の
が
世
界

ハ
大
九
州
と
さ
れ
る
も
の
)
を
為
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

赤
県
神
州
は
、
大
九
州
の
八
十
一
分
の
一
に
相
当
す
る
こ
と
と
な

る
。
大
九
州
す
な
わ
ち
天
下
と
す
る
と
、
結
局
信
者
の
い
う
中
国
と

同
宿
撲
と
な
る
。
し
か
し
、
都
初
は
、
係
者
の
い
う
中
国
観
の
狭
小

さ
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
が
同
国
税
で
あ
る
は
ず

が
な
い
υ

こ
う
し
た
問
題
を
、
如
何
に
恕
解
す
c

へ
き
で
あ
ろ
う
か
ο

ま
た
、
今
仮
り
に
、
「
如
一
区
中
者
、
乃
為
一
州
」
の
理
解
を
変

え
て
、
「
一
区
の
中
の
者
爪
九
州
)
の
如
き
は
、
乃
ち
(
夫
々
海
に
捌

ま
れ
た
)
一
州
を
為
し
い
と
解
す
る
と
き
は
、
赤
県
神
州
の
如
き
も

の
が
九
つ
集
っ
た
も
の
が
す
な
わ
ち
世
界
(
大
九
州
)
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
る
と
き
は
、
信
者
の
い
わ
ゆ
る
中
国
な
る
も
の
は
、
そ

の
八
十
一
分
の
て
す
な
わ
ち
、
高
の
九
州
中
の
一
州
と
の
閥
横
比

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
あ
ま
り
に
小
さ
な
も
の
と
な
り
過
ぎ
る
υ

こ
う
し
た
々
の
問
揺
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
こ
で
は
、
各

九

州

の

に

つ

い

て

は

、

一

向

に

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

な

、。、UV

( 2 ) 

と
こ
ろ
で
、
の
大
九
州
説
に
つ
い
て
は
史
認
の
と
は
別
に
、

充
の
論
衡
に
引
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
来
し
て
そ
れ
で
は
ど
う

で
も
ら
う
わ
Q
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i

/
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千
一
光
が
郷
初
の
大
九
州
説
を
批
判
す
る
中
に
、
ぷ
餅
初
に

う
い
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
友
の
如
き
女
で
あ
る
Q

ハ
字
句
上

に
二
三
問
題
も
あ
る
の
で
、
例
刻
扮
述
の
校
勘
を
並
記
し
て
川
仰
げ
た
。
〉

仰
天
下
有
二
九
州
二
品
質
之
上
、
所
間
九
州
也
、
掲
武
九
州
、
所
謂

ザ

1
7て
2

1

5

サ
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式
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司
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r
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}
示
mm
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、
復
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史
布
二
人
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二
勾

…
州
者
間
海
域
レ
之
、
名
目
一
一
問
海
一
、
九
州
之
外
、
挺
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J

J

煽
海
一
、

ハ
論
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、
談
一
六
筑
)

一
r
泊

M
4

、

〔
川
氏
〕
紛
遂
菜
、
此
一
一
句
〈
品
交
之
上
、
所
謂
九
州
む
)
疑
初
、
下

た
F
I
-
-
L
L」
j
f
n
n
4
H
j
J
、
J
2ヨ
2
1
1
1
ヘ
ト
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一
言
、
レ
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ヌ
P
F
J
/
州
一
月
初
日
止
小
，
J
4
u
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R
V
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P
1
去
一
手
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止叶引が
L
E

Y

一
二
、
円
い
一
zzz屯
1
人

工

ア

4

訴さ、

P
T
nヲ
L
J
1
2
、
η
ド，

T
U
M
-
-
4
1
2

2

J

R

F
安ドレヤ

l
w
r
J
3

一門誌
J

，
ノ
出
せ

R
月
訴
以
ハ
せ

之
潟
、

∞
一
九
州
之
内
五
千
泉
、
品
山

主九、、
1

川
川
、
才
4
4
4
司

t
d
f
u

一
1
5
叶
J

リ

修
市
川
山
川
…
り
ド
ト
4
K↑一…
J
I
F

山
川
一

二
州
六
在
二
東
東
位
↓
、
名
目
二
赤

しし旬、、
ι

4

、
f
し
1

町
、
‘
鳥
川
川
、

J
j
J
j
J
ノ
4
1
一

r
p
I
/
j
l

一小ノ

(
論
街
、
難
成
)

〔
一
点
〕
孫
人
和
は
川
、
十
代
一
一
東
東
位
一
、
営
レ
作
レ
在
二
東
南
位
一
、
下

文
夫
、
使
レ
如
一
恥
榔
街
之
論
一
、
別
天
下
九
州
在
一
一
東
南
伎
一
、

右
の
女
r

の
中
、
ゅ
の
「
掲
貫
之
上
、
所
謂
九
州
也
い
は
、
意
味
が

通
じ
難
い
た
め
、
劉
氏
に
従
っ
て
初
女
と
し
て
こ
れ
を
除
き
、
全
文

を
解
す
る
と
、
天
下
に
九
州
が
あ
り
、
掲
の
九
州
は
そ
の
中
の
一
州

で
、
ま
た
こ
れ
は
赤
際
神
一
州
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
東
南
隅
一
に
佼
霞
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
史
誌
の
郷
初
説
の
小
九
州

だ
け
を
世
界
と
考
え
た
構
成
を
一
説
い
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も

こ
こ
で
は
、
中
関
な
る
も
の
が
、

あ
る
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

0

0

 

し
か
し
、
「
一
保
反
有
八
州
」
と
い
う
一
昨
J

ザ
一
、
上
述
の
小
九
州
の
如

き
も
の
が
、
三
件
見
に
八
州
あ
る
い
と
解
す
る
な
ら
ば
、
大
九
州
を

述
べ
て
い
る
こ
と
と
な
る
υ

こ
の
点
、
如
何
に
解
す
ベ
、
き
か
、
明
ら

か
で
な
い
Q

ま
た
こ
こ
で
は
、
赤
Mm
神
州
が
、
東
南
間
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
史
記
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
ο

こ
の
説

が
ど
う
し
て
主
充
の
引
用
説
の
中
に
入
っ
て
き
た
か
が
、
新
た
な
問

題
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
Q

以
上
の
如
き
諸
種
の
疑
問
は
、
問
問
ら
れ
た
郷
約
資
料
で
は
、
今
日

の
と
こ
ろ
、
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
こ
に
郷

初
説
に
密
接
に
間
関
聯
す
る
内
容
の
も
の
と
し
て
、
緯
栄
一
日
の
地
理
的
世

界
観
が
見
い
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
緯
皮
肉
形
成
に
つ
い
て
は
、
種

ケ泣
7
〕

々
の
ん
/
1
ス
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
方
士
と
の
密
接
な
関
係

と
共
に
、
都
子
一
派
が
、
こ
れ
が
形
成
に
与
っ
た
一
回
が
あ
る
の
で
は

〔注
u
o
〕

な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
肢
に
陳
繋
氏
の
考
究
さ
れ
て
い
る
通
り
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
緯
寄
の
地
理
的
批
芥
観
に
、
郷
街
の
そ
れ
と

密
接
な
類
似
が
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
た
当
然
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
故
に
、
緯
書
の
大
九
州
説
を
解
明
す
る
な
ら
ば
、
郷
約
説

に
見
ら
れ
た
諸
穫
の
疑
問
も
、
亦
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
Q

よ
っ
て
次
に
、
緯
書
の
大
九
州
説
に
つ
い
て
考
え
て
み

p

v

、。

」
十
「
、
L
M

そ
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
も
の
で

( 3 ) 



お
い
て
地
理
的
世
界
観
を
述
べ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、

象
に
見
い
引
さ
れ
る
Q

こ
れ
は
、
括
地
象
な
る
も
の
が
、

勢
を
容
に
し
て
L

総
括
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
し
さ
れ

て
い
る
如
く
、
世
界
の
地
磁
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
で
あ
ろ
う
Q

こ
の
中
で
、
大
九
州
説
十
一
述
べ
る
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
在
の
如

も
の
を
あ
げ
る
こ
と
、
か
で
さ
る
。
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カ
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見
、
官
'
党
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ハ
し
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カ
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か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
究
会
な
夢
、
と
し
て
持
、
っ
て
い

る
か
が
疑
問
で
あ
る
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
υ

と
も
か
く
、
お
な
か
庶

寸
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
な
る
と
考
え
る
a

ー
凡
そ
天
下
に
は
九
ば
が
あ
る
ψ

(

そ
の
…
…
以
一
が
ν

別

れ

て

九

州

0

0

0

3

0

 

と
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
九
州
は
、
涼
以
の
神
州
と
名
づ
け
ら
れ

る
υ

の
九
州
で
あ
る
Q

上
に
言
う
九
州
ハ
柱
は
、
大

の
ハ
屈
し
て
い
る
)
赤
県
の
小
九
州
で
は
な

、‘，めい
V

ヤ

l
u
v
L
 

こ
こ
で
特
に
、
中
閣
の
九
州
を
敢
え
て
ー
赤
県
の
神
州

と
し
た

と
と
は
、
次
の
如
き
緯
警
の
文
よ
り
考
え
る
と
き
、
神
州
は
赤
県
内

の
一
州
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔注
H
H
〕

山
見
山
市
之
境
、
下
潟
含
右
、
赤
間
以
之
州
、
是
為
中
、
則
東
南
神
州
、

五
南
布
州
、
西
南
戎
州
、
五
西
牟
〆
州
、
五
中
爽
州
、
西
北
括
州
、

五
北
済
州
、
東
北
薄
州
、
五
東
陽
州
、

(
、
河
川
同
括
地
象

i
緯
諮
集
成

i
河
肉
類

p
m〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
赤
県
之
州
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
し
か
も

そ
れ
が
「
中
心
に
あ
り
、
そ
の
中
に
神
州
、
明
州
な
ど
の
九
州
が
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
Q

中
国
は
こ
の
中
、
い
わ
ゆ
る
東
南
に

佼
す
る
神
州
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
東
南

と
い
う
方
伎
が
間
際
に
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
内
容

よ
り
考
え
る
と
き
、
赤
川
以
の
州
と
は
、
史
記
郷
初
説
の
一
一
区
に
相
当

す
る
如
く
で
あ
り
、
従
っ
て
、
中
国
は
、
赤
脱
出
の
中
の
一
州
、
す
な

わ
ち
「
赤
県
の
神
州
…
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
赤
川
以
ほ
…
ー
何
日
為
中
い
と
あ
る
如
く
、
九
区
の
中
心
に
あ
っ

た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

.• 

こ
こ
に
、

J
淀
川
之
壊
、
下
洞
合
右
」
と
あ
る
こ
と
が
何
を
窓
映

し
て
い
る
か
分
ら
ぬ
が
、
右
は
或
は
石
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。
と

こ

ろ

で

終

持

で

は

、

、

世

界

の

中

心

に

伏

す

る

て

い

た
Q

す
な
わ
ち

( 4 ) 
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と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
掲
の
布
地
象
に
上

去
九
州
八
柱
、

m州
大
九
州
也
い
と
あ
る
の
は
、
白
川
市
を
中
心
と
し
、

地
下
は
ハ
柱
に
て
支
え
ら
れ
て
い
る
世
井
、
す
な
わ
ち
、
大
九
州
を

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
υ

赤
県
の
州
が
、
大
九
州
の
中
心
に
あ
る
こ

と
よ
り
す
れ
ば
、
見
出
は
、
ま
た
赤
県
の
中
心
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
Q

し
た
が
っ
て

、μい
」
。
ん
〆

戸
、

J
I
、h

d

S

1

じ
川
内
け
い
良
川
司
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品
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J
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コ

7
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刊
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A
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却
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パ
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j
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j
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i
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ノ

;
j
l
J
h
t
e
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と
あ
る
如
く
、
赤
県
の
州
の
京
市
に
あ
る
神
州
は
、
ま
た
山
市
の
東

南
に
あ
る
こ
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
Q

こ
の
関
係
な
図
示
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
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印
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係
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円
形
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あ
る
こ
と

を
窓
旅
し

た
も
の
で
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こ

う

し

た

九

州

説
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、

の

九

州

説

の

考

え

む

調

と

し

、

そ
の
損
料
の
も
と
に
構
成
さ
れ
た
も
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で
あ
ろ
う
が
、
赤
川
以
の
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の
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術
伝
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引
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い
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先
制
の
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や

や
呉
な
づ
た
も
の
が
あ
る
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活
土
、
子
一
問
介
州
日
一
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、
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川
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U
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川
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括
地
象
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成
、
河
川
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こ
れ
は
、
准
市
子
に
次
の
如
く
あ
る
も
の
と
軌
を
一
に
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そ
し
て
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し
て
い
る
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員
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E
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日
治
土
、
五
四
人
件
州
日
弁
土
、
五
中
翼
州
日
中
士
、
同
北
ム
口
州
日

肥
土
、
五
北
済
州
日
成
土
、
東
北
海
州
日
際
土
、
正
京
協
州
日
申

土、

(
市
南
子
、
眼
形
北
)

今
、
こ
れ
を
諸
本
と
対
照
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
な
る
じ
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段
南
子
を
底
本
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し
て
の
対
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上
表
に
よ
り
、
大
峰
、
緯
喜
が
准
南
子
の
九
州
名
を
襲
う
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
良
で
あ
る
。
た
だ
准
南
子
の
九
州
な
る
も
の
が
、

前
後
の
す
〈
弱
よ
り
考
え
る
と
き
中
国
全
土
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て

九
州
を
舵
八
刀
し
て
い
る
の
に
対
し
、
緯
書
の
場
合
は
、
赤
慌
の
州

(
小
九
州
)
の
中
の
九
州
と
し
て
准
南
子
よ
り
拡
大
さ
れ
た
地
観
的

世
界
観
の
中
の
九
州
名
と
考
え
て
い
る
点
に
相
違
が
あ
る
Q

と
こ
ろ
で
、
総
書
忠
想
の
全
般
的
傾
向
の
一
つ
に
は
、
前
漢
時
諸

思
想
中
、
特
に
老
佐
及
び
准
出
子
な
ど
に
見
ら
れ
る
道
家
的
思
怨
を

継
承
し
、
そ
の
中
で
独
自
な
格
成
を
立
て
た
も
の
で
あ

7?う
こ
と

(

注

日

比

)

は
、
別
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
Q

大
九
州
説
の
桝
成
も
、

ま
た
こ
れ
と
同
様
な
現
出
に
お
い
て
、
治
南
子
の
格
成
が
継
汝
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ψ

そ
し
て
、
先
に
問
題
に
な
っ
た
如
き
、
神

州
、
東
南
説
の
如
き
は
、
こ
う
し
た
経
緯
よ
り
し
て
、
持
者
の
大
九

州
説
の
中
に
泣
，
入
せ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
υ

し
た
が
っ
て
、
辞
書
の
大
九
州
説
の
構
成
は
、
前
…
裕
、
史
一
一
叫
に
見

る
如
き
都
約
の
大
九
州
説
を
悲
調
と
し
、
新
た
に
准
市
子
に
見
る
如

き
九
州
説
を
導
入
し
て
総
書
独
自
の
構
成
を
し
た
も
の
と
考
え
る
も

の
で
あ
る
〕

以
上
の
考
察
に
し
て
大
過
な
し
と
す
る
な
ら
ば
、
叫
ん
仰
の
大
九
州

説
は
総
書
の
九
州
説
と
の
関
聯
に
お
い
て
い
か
に
考
え
ら
る
、
へ
き
で

あ
ろ
う
か
G

ま
た
前
節
で
見
た
如
き
疑
問
は
、
い
か
に
間
一
鮮
さ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
ν

( 6 ) 
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大
九
州
説
は
、
都
~
仰
の
そ
れ
合
法
調
と
し
、
さ
ら
に
推
市

子
な
ど
に
見
ら
れ
る
如
き
九
州
説
を
導
入
し
、
当
時
の
思
想
の
集
成

的
構
成
の
も
と
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
節
で
明
ら
か
に
し

た
還
り
で
あ
る
Q

し
た
が
っ
て
、
都
約
説
そ
の
ま
ま
で
な
い
と
し
て

も
、
そ
の
考
方
の
け
地
調
は
継
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
故
に
こ
こ
で
は
、
前
舗
に
見
た
如
き
総
誌
の
大
九
州
説
と
、
都

約
説
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
郷
約
説
に
叫
ん
ら
れ
た
諸
疑
問
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
赤
県
神
州
に
つ
い
て
で
あ
る
ο

こ

れ
に
つ
い
て
総
書
で
は
ぺ
赤
県
の
神
州
」
と
考
え
、
赤
M
M
を
小
九
州

と
し
、
神
州
を
そ
の
中
の
一
…
州
と
し
、
こ
れ
す
な
わ
ち
再
支
の
九
州

な
り
と
し
て
い
る
と
、
部
解
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
ο

こ
れ
は
来

し
て
緯
書
記
け
の
考
え
方
で
、
郷
約
説
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ

、

持

内

山

w

r
J一カ
‘
今
、
緯
致
問
の
大
九
州
説
を
、
史
記
都
紛
の
大
九
州
説
に
適
用
す
る

と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
問
題
と
な
っ
た
「
中
国
名
日
赤
県
神
州
い
は
、
「
中
国
は
名

づ
け
て
・
赤
県
の
神
州
と
い
う
」
と
な
る
Q

す
な
わ
ち
中
間
は
、
赤
県

九
州
(
小
九
州
〉
中
の
一
…
州
で
あ
る
神
州
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

ζ

の
神
州
は
、
大
九
州
の
八
十
一
分
の
一
に
相
当
す
る
た
め
、
儒
者

の
い
う
一
車
閣
の
面
積
一
比
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

鰭
者
の
い
う
中
国
と
は
、
こ
の
神
州
を
指
し
た
も
の
と
な
る
Q

こ
れ

す
な
わ
ち
掲
の
九
州
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
こ
れ

が
儒
者
の
い
う
中
国
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
妥
当
で

あ
る
Q

し
か
ら
ば
、
都
ん
仰
の
考
え
る
中
国
は
ど
う
な
る
か
が
問
題
と

な
る
ο

前
節
の
如
き
迎
解
を
す
る
な
ら
ば
、
結
局
、
係
者
の
中
国
と

同
一
関
税
と
な
り
、
紋
が
、
係
者
の
中
日
制
観
の
狭
小
さ
な
批
判
し
た
点

よ
り
し
て
、
納
得
で
き
な
い
。

か
く
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
都
約
の
場
合
で
も
、
総
点
の
如
く

神
州
を
含
め
た
赤
以
な
も
っ
て
中
国
と
見
て
い
た
の
で
は
な
か
ゐ
う

か
。
史
記
の
如
き
表
現
で
は
、
い
ず
れ
に
読
む
と
し
て
も
、
被
の
い

う
中
国
な
る
も
の
の
概
念
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
月
}
れ
は
究
料
の
碕

小
さ
と
、
表
現
の
複
雑
さ
か
ら
く
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
や
む
古
川
内

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
〉
と
こ
ろ
で
総
書
で
は
、
品
の
九
州
名
と

は
異
な
り
、
赤
県
の
小
九
州
名
が
、
准
十
附
子
に
見
る
如
ぎ
九
州
名
に

準
じ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
説
で
み
た
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
♂
山
内
の
九
州
を
中
関
と
見
た
そ
れ
以
前
の
中
凶
観
'
を
、

よ
り
拡
大
し
た
世
界
観
の
中
に
求
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
中
闘
な
る
も
の
は
、
民
の

九
州
の
九
倍
も
の
広
さ
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q

故

に
都
約
の
場
合
も
「
其
一
諮
問
大
不
経
」
(
史
記
都
知
伝
)
と
さ
れ
る
考

え
方
か
ら
し
て
向
様
な
中
国
観
が
立
て
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
「
中
国
名
目
赤
県
神
州
」
と
い
う
表
現
に
は
駿
妹
な

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
都
街
の
考
え
た
中
国
も
、
神
一
州
を
も
含
め
た
緯

( 7 ) 



警
の
赤
照
一
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
x

赤
一
際
の
州
を
九
区
の
中
央
に
佼
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
1

緯
者
説
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
も
、
郷

初
説
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
文
面
に
は

見
ら
れ
な
い
J

そ
し
て
こ
れ
は
凶
夷
と
の
交
流
ぞ
、
闘
争
の
漸
く
激

し
く
な
っ
て
き
た
漢
代
に
お
け
る
中
華
思
想
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、

前
夜
宋
頃
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
緯
書
説
に
五
っ
て
、
よ
り
明
確

に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
Q

次
に
防
艇
と
さ
れ
る
も
の
に
、
神
州
東
南
隅
説
の
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
史
記
の
都
知
説
に
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
、
平
一
充
の
論
衡
引

用
の
'
締
約
説
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
主
充

の
が
よ
り
究
余
な
郷
約
説
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
終
告
の
大
九
州
説
と
の
関
聯
か
ら
見
て
、
こ
こ
で
は

別
の
理
由
を
考
え
た
い
。
先
述
も
し
た
如
く
、
緋
書
で
は
、
神
州
東

南
mm訟
が
明
瞭
に
さ
れ
、
そ
れ
は
治
南
子
の
九
州
説
な
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
秘
し
て
き
た
υ

そ
し

、
、
い
れ
ん

P
O
J

て
、
こ
の
考
え
方
は
、
御
手
洗
氏
が
詐
考
さ
れ
て
い
る
如
き
古
代
人

の
地
理
的
役
界
観
の
思
想
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
ま
た
…
問
、
漢
代
に
お
け
る
問
夷
と
の
交
流
よ
り
す
る
現
実
的

世
界
の
視
野
拡
大
が
も
た
ら
し
た
地
磁
的
設
定
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
東
南
に
海
を
控
え
、
間
北
に
拡
が
る
大
陸
を
現
実

的
に
見
た
当
時
の
役
界
観
よ
り
す
れ
ば
、
神
州
す
な
わ
ち
同
頁
九
州

の
東
南
隅
説
が
、
自
ら
生
れ
川
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た

が
っ
て
、
第
街
の
世
界
観
で
は
]
未
だ
そ
う
し
た
考
え
方
は
無
く
、

後
南
子
に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
持
代
に
漸
く
そ
う
し
た
考
え
方
が

明
確
に
さ
れ
、
緯
者
説
に
お
い
て
、
そ
れ
が
構
成
の
中
に
体
系
的
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
レ
か
。

故
に
、
主
充
が
引
用
す
る
都
…

2
設
に
東
南
mm説
が
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
緯
書
説
が
、
都
初
説
に
混
入

し
た
も
の
で
あ
る
う
υ

換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
モ
一
充
は
、
緯
詳
説
も
都
知
説

の
一
部
と
し
て
、
こ
れ
を
、
出
入
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
3

す
な
わ

ち
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
総
書
説
は
、
都
子
…
派
の
説
と
考
え
ら
れ

て
い
て
、
主
充
も
、
ま
た
そ
う
し
た
考
え
の
も
と
に
、
こ
れ
を
都
知

の
大
九
州
説
の
中
に
入
れ
て
考
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
こ

れ
が
か
く
考
え
ら
れ
る
別
脱
出
と
し
て
は
王
充
が
、
都
約
の
説
及
び
終

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
v

ま
ず
郷
紛
の
説
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
も
の
が
見
ら
れ
る
ο

然
亦
不
レ
能
レ
討
一
一
然
否
ベ
、
相
関
観
読

r
p
f
F
j
i哨
-
2
6
t
J
A
1
4
1

、‘¥一

i
j
Z
1
J

、

ポ
佑
二
関
山
一
五
/
凶
作
-
イ
レ
山
川
乱

〉
入
品
い
行
ぺ
、
い
〈
プ
、
:
¥
ヲ
リ
リ
/

f-
ゴ
副
読
V

4

J

r

可
/
f

人ーと

e

い
付
託
じ
お
)

g
人
三
、

わ
が
委
-
(同

包
ブ
ソ
ノ
な
沈
式
上
、

-
V
へ
込
J

守
d

三

、

K
P
A
仕
法
れ
弘
、

対
力
安
レ
J
勺

4

0
ぷ
1
4
?
レJ
J
ι

万二

3
I

¥
九
川
川

eh
汁

、

作
K
-
d
L
ケ白川リ
J

f
む
「
山
《
刊
が
六
け
ル
件
守
山
川
¥

こ
れ
ら
は
、
都
約
九
州
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、

こ

れ

を

鹿

妄

の

と

考

え

て

い

る
υ

そ
れ
故
、
又

誠
述
以
談
、

菜、也、此一一一口殆慮、
声j
_J 

~Z 
11! 
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L
ド

k
k川
H
L
/
一
山
凶
斗
夕
、

、J
i
h

一に
l

}

H

A

ふ
岸
工
/

し
く
、



燃
パ
有
一
一
一
一
一
郷
紡
之
勢
一
、
政
洋
無
レ
紅
、
共
文
ル
/
レ
験
、
多
ニ
幣
耳
之

一
一
豆
、
案
、
大
才
之
入
、
率
多
二
修
縦
一
、
無
円
一
貫
レ
長
之
験
、

長

火

一

び

/

延

、

民

¥

rム
ー
ニ
当
H
B
i
d
-
d
Hれ

A

4

J

'

'

~

.

〈
論
街
、
安
打
川
信
)

と

批

判

し

、

、

伐

町

一

、

工

佼

之

説

、

波

川

雅
之
説
こ

Q
諮
問
、
難
歳
前
)
と
し
て
、
都
ん
仰
の
説
も
、
ま
た
七

〕
流
の
説
と
し
て
、
儒
家
の
伝
統
的
な
説
な
伐
凌
す
る
も
の
と
大
い

に
反
駁
し
て
い
る
の
で
あ
る
ω

こ
れ
に
対
し
て
、
緯
者
の
説
に
対
し
て
は
、

北
ハ
一
宮
神
験
、
女
叉
間
署
、
世
俗
学
者
、
英
レ
諮
レ
不
レ
然
、
如
仰
は
論
レ

之

、

成

安

一

一

一

口

也

、

ハ

論

街

、

大

川

任

前

)

此
併
点
也
、
案
、
神
慌
之
宮
、
品
川
容
一
一
議
記
一
、(
論
衡
、
尖
知
筋
)

と
し
て
、
神
住
、
議
妄
の
言
な
り
と
し
、
案
者
篇
で
は
、
一
一
一
郊
の
告

と
共
に
識
舎
を
も
引
き
続
き
批
判
し
ヱ
佼
術
数
を
前
る
も
の
の
為
す

言
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
Q

こ
う
し
た
鄭
約
説
及
び
緯
舎
に
対
す

る
主
充
の
考
方
か
ら
す
れ
ば
、
一
悦
接
両
者
な
結
び
つ
け
た
立
論
は
し

て
い
な
い
が
、
両
者
の
問
に
、
密
接
な
関
聯
を
考
え
、
そ
の
説
の
、

同
じ
く
点
一
妄
な
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
見
る
と
き

総
舎
の
如
き
は
都
子
…
派
も
含
め
た
「
巧
譲
小
才
校
教
之
人
い
の
立

て
た
虚
妄
の
説
と
見
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ο

ー
い
十
一
述
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
九
州
説
に
お
い
て
、
郷
街
説

と
緯
唯
一
同
説
と
同
類
の
も
の
と
し
て
、
殺
の
引
用
の
都
紡
説
の
、

緯
中
市
げ
の
東
南
問
説
が
川
出
入
す
る
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
川
げ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
、
総
書
の
大
九
州
説
と
い
叫
ん
初
説
と
の
関
係
を
考
察

し
、
川
締
約
説
に
見
ら
れ
る
諸
疑
問
に
つ
い
て
こ
れ
化
明
ら
か
に
し
て

台
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の
磁
緯
詩
形
成
の
及
び
時
期
な

ど

に

つ

て

、

本

論

考

を

結

び

た

い

υ

け
同
叶

1
1ノ
一i
 

た
九

H
I児
工
、
部
}
庁
J

見
そ
う
よ
ド
主
む
L

ょ
、
二
と
之
、
布
告

バノゴリ一一二日
J

V

G

J

合

/f
一一一員
v
J
U
-
-
J
;
v
T
L
、L
J
f
t

、一ロハ
Fみ

の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が
錦
桁
説
合
主
税
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
こ
れ
が
都
子
一
派
の
人
々
の
為
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
る
組
出
を
充
分
に
し
て
い
る
Q

こ
こ
に
、
終
告
と
む
士
と
の
密

接
な
関
係
が
見
い
出
さ
れ
る
一
理
由
も
あ
る
ο

そ
し
仁
、
五
充
の
一
一
一
一
口

う
如
く
、
当
時
に
あ
っ
て
は
椛
か
に
政
安
の
一
一
一
一
口
と
さ
る
べ
き
見
方
も

あ
り
、
ま
た
伝
統
的
な
儒
家
思
想
の
立
場
か
ら
し
て
、
排
撃
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
Q

し
か
し
な
が
ら
既
に
虫
、
、
へ
た
如
く
、

現
実
的
役
界
の
視
野
の
拡
張
に
伴
な
う
地
理
的
背
拝
観
の
発
民
的
構

成
と
い
う
点
よ
り
見
れ
ば
、
准
荷
予
な
ど
の
九
州
説
を
も
湾
入
し
て

形
成
さ
れ
た
独
自
の
緯
書
の
大
九
州
説
は
、
極
め
て
体
系
的
で
あ
る

と
共
に
、
当
時
と
し
て
は
進
歩
的
合
理
的
な
地
礎
的
位
界
観
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
放
に
、
こ
れ
は
、
単
に
一
部
方
土
速
の
為
に

し
た
い
服
妄
の
設
と
の
み
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
が
当
時
の
思

( 9 ) 



懇
の
集
成
一
的
構
成
で
あ
る
点
よ
り
見
て
、
従
来
の
儒
家
的
思
想
の

み
に
よ
る
解
釈
で
は
ち
九
州
と
い
う
如
、
き
地
理
的
世
界
観
は
満
足
な

理
解
が
得
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
時
代
思
想
を
も
導
入
し
た
新
思
想
と
し

て
こ
の
麗
緯
蓄
の
大
九
州
説
が
、
あ
る
思
想
家
遼
に
よ
っ
代
初
成
せ

ら
れ
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
ο

そ
し
て
こ
れ
は
、
加
に
「
緯
書
に
お

け
る
生
成
論
の
考
察
い
に
お
レ
て
見
た
如
く
、
燕
拷
今
女
学
派
の
系

統
の
者
が
、
そ
う
し
た
人

L?と
し
て
考
え
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
特
に
大
九
州
説
の
如
く
、
同
じ
く
一
作
の
出
身
で
あ
る
都
約
の
説

を
継
承
し
た
終
案
説
か
ち
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
う
し
た
推
考
が
さ

れ
得
る
も
の
で
あ
る
ο

緯
山
中
一
日
形
成
事
情
を
上
述
の
如
く
と
す
る
な
ら
ば
、
来
し
て
、
そ
の

時
期
は
い
つ
頃
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
Q

そ
の
神
州
東
南
附
説
よ
り

し
て
主
主
充
ハ
二
七
J
一
O
九
〉
の
頃
に
は
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
心
そ
し
て
、
推
市
子
の
九
州
説
の
影
響
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
よ
り
、
そ
れ
以
後
、
す
な
わ
ち
、
緯
喜
一
般
に
見
ら
れ
る

如
き
前
漢
末
説
が
考
え
ら
れ
よ
う
ω

と
こ
ろ
で
、
桓
究
の
犠
鉄
論
に
論
郷
絡
が
あ
り
、
そ
こ
に

「
恥
十
し
司

h
u
υ
J

r
z
i
、

所
誤
中
国
者
F
U

〈
下
八
十
一
分
之
…
、
名
臼
ニ
赤
県
神
州
一
、
而
分

為
二
九
州
…
、
総
レ
陸
一
小
レ
通
、
乃
為
三
州
一
、
有
一
一
大
旗
海
}
陽
一
一

七
、
ト
、
と
斤
問
問

¥
R
1
z
d
ゴ
¥
下
祭
号
、

j
夕

日

五

?'Mtpノ
F

有

7
1臨

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
山
夷
諸
国
を
攻
略
統
治
す
べ
き
経

閣
の
大
道
を
強
調
し
た
大
夫
側
が
、
四
海
に
通
達
し
て
い
た
郷
紛
の

立
論
を
推
賞
し
、
鰭
率
一
の
狭
小
な
見
解
を
批
判
す
る
た
め
に
、
郷
街

の
大
九
州
説
を
取
ワ
あ
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
は
、
史

記
に
見
る
如
き
郷
初
説
に
止
ま
り
、
未
だ
緯
書
に
見
る
如
き
説
に
ま

で
及
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
よ
り
み
て
、
た
と
え
、
上
述

の
如
き
緯
警
の
大
九
州
説
が
そ
の
頃
形
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

未
だ
広
く
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
む
し
ろ
都
約
説
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
す
べ
L

き
で
あ
ろ
う
Q

そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
緯
よ
り
考
え
て
、
こ

の
種
緯
書
説
形
成
は
前
漢
末
、
後
漢
初
頃
に
か
け
て
形
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
大
九
州
説
を
中
心
に
し
て
、
緯
金
日
の
地
磁
的
計
い
界
観
を
見

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
は
な
お
、
見
出
説
、
天
地

山
川
説
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ご
で
は
大
九
州

説
の
み
に
止
め
て
、
仙
川
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

ロ
一
九
六
一
、
問
、
二
O
)

〔注
1
〕
橋
本
増
吉
氏
「
緋
…
的
の
位
界
鋭
」
(
東
市
一
論
法
、
第
五
料
〉
、
御

手
洗
勝
氏
「
地
別
的
役
界
観
の
変
造
i

都
初
の
大
九
州
説
に
就
い
て

i

」
(
東
洋
の
文
化
と
社
会
、
第
六
輯
)

〔詑
2
〕
前
掲
の
論
法
で
は
先
ず
張
守
節
の
正
義
に
よ
る
併
明
か
ら
出
発
さ

れ
て
い
る
た
め
、
却
っ
て
理
解
、
が
煩
玖
に
な
っ
て
い
る
。

〔注
3
〕
御
手
洗
氏
の
論
文
中
、
張
守
節
、
正
義
の
つ
…
品
一
川
川
県
有
神
海
、

環
続
之
、
ん
火
下
有
九
州
、
有
大
誠
海
、
環
絡
先
外
、
乃
宇
治
天
地
之
際

也
」
を
解
し
て
、
「
九
州
の
内
、
一
州
は
中
央
に
位
し
、
他
の
八
州
は

こ
れ
を
-
取
凶
む
よ
う
に
そ
の
外
に
配
列
し
一
再
々
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
文
か
ら
は
そ
う
し
た
解
釈
は
出
て
来
な
い
。

( 10 ) 



〔法
4
〕

側
一
紛
送
者
、

、41
一A
H
H
H
V
J
W寸
寸
J
4
f
a
，
戸
、

1
〆
い
わ
Z

向

島

，

一一イ一郎治山日付ヂ
W
L
F
Ap

仰
い
代
文
。

〔注
5
)

FiJ 

門注
6
〕
御
手
洗
氏
論
文
で
は
「
王
光
の
別
出
御
し
た
大
九
州
は
、
一
一
川
民
法
の

一
一
机
の
世
い
界
に
過
ぎ
九
は
い
し
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
大
九
州
な
思
解

し
た
も
の
と
考
え
る
。

〔詑
7
)

総
議
と
方
土
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
創
出
剛
氏
の
「
奈
政
的
方

士
h
l

ナ
儒
生
」
の
詐
考
が
あ
る
。
総
省
形
成
の
一
ヶ

i
ス
と
し
て
は
、
拙

稿
「
総
書
に
於
け
る
ん
子
保
論
の
考
察
い
(
中
間
学
会
報
第
十
二
集
仰
向
故

予
定
)
中
の
「
訪
続
的
総
書
形
成
の
…
側
…
間
」
参
照
。

〔注
8
〕
陳
娯
氏
、
「
論
早
期
、
識
総
及
其
郷
一
知
説
之
関
係
」
(
際
史
認
一
一
一
一
口
研

究
所
集
刊

i
第
二
十
本
)
参
照
ο

〔注
9
〕
漢
学
致
叢
書
引
、
清
河
郡
本
「
鄭
氏
注
目
、
広
被
不
遺
、
之
謂
括
象

猶
続
也
、
審
諸
地
勢
、
出
諸
河
凶
」

〔
注
目
〕
古
徽
書
、
総
編
、

は
こ
の
文
を
引
く
が
、
出
品
ハ
と

さ
れ
て
い
る
初
予
記
器
五
に
は
「
神
州
」
の
二
字
が
秘
…
い
υ

山
県
は
、

安
時
、
中
村
口
一
ハ
縦
、
山
川
市
川
集
成
を
も
っ
て
、
こ
れ
守
一
爪
L
た。

「主
J
J
m
w
F
e
U
合
パ
よ
」
十
匹
、
兵
士
小
中
一
こ
、
問
主
守
こ
、
帯
主
必
二
干
っ
て

、y
t

-

-

A

L

t

-
，、
'

i

、
ン
ノ
一

V
I
L
z
i
d
J
J
L
'
'
J
A
1
、i
、

、

ぜ
{
B
L
t

，Jつ
3
3
b
t
ι

、、J
t
e
f

、1
1

f

V

4

i

1

-

い
る
。
持
出
も
こ
の
引
を
取
消
し
て
い
る
。
十
日
微
引
い
げ
の
は
、
又
民
な
る

事
は
い
科
書
長
成
に
掲
叔
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

〔
注
口
)
こ
の
資
料
は
、
科
書
柴
成
公
刊
後
見
い
出
し
た
も
の
寸
あ
る
υ

〔
注
日
)
尚
虫
、
立
吉
、
J

尚
武
の
九
州
名
。

〔注
M
)

前
掲
、
拙
杭
、
立
刊
行
者
に
於
け
る
生
成
論
の
考
察
い
参
問
。

〔
注
目
)
前
渇
、
御
手
洗
氏
論
文
参
照
。

〔
注
目
〕
後
波
書
、
相
部
一
体
、
又
γ
諸
巧
想
小
才
伎
数
之
人
、
用
益
凶
落
、

埼
斡
識
記
、
以
欺
県
立
邪
、
詰
誤
人
主
、
」

コヒ
7
J
L
Hリ
1
近
、

μ
H
fほ
主
ヨ
品
。

「

E
I
L

ム
日
付
が
れ
れ
右
4
E
Y
払ハ

(注
mm
〕
塩
鉄
論
、
論
都
第
五
十
一
ニ
。

( 11 ) 

「
釘

t
h
z
h持
M
H
j
ト
ヘ
子
山
，

FJ

〆

4
3
1
1
1
L
η
i

、


	0002
	0003
	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012

